
ホタテ貝殻・卵殻バイオマスフィラー

＆
ホタテ貝殻抗菌・抗カビバイオマスフィラー

のご案内

株式会社日研化学研究所



ホタテ貝殻 卵殻 バイオマスフィラー編



ホタテ貝殻・卵殻バイオマスフィラーのメリット

①貝殻、卵殻、セルロース、木粉、カカオハスク、野菜くず、もみ殻、などバイオマス（生物）由来の原料
を微細粉末化したもの

②当社は数あるバイオマスフィラーの中から、ホタテ貝殻と卵殻バイオマスフィラーを専門に提供して
        います。

バイオマスフィラーとは

当社がホタテ貝殻・卵殻バイオマスフィラーを推奨する理由

①排出量が多い為、安定的な供給量を確保可能。

＊ホタテ貝殻の年間排出量は年間約200,000㌧。 卵殻の年間排出量は年間約55,000㌧。

②加工場から直接調達する為に、原料（貝殻・卵殻）の回収が容易でコストが安い。

③有機成分が少なく（主成分は炭酸カルシウム）、プラスチック加工・成型時に変色が少ない。



バイオマスフィラーの需要予測 （矢野経済研究所データ）

SDGs対応・減プラ・環境対応・マイクロプラスチック問題等の社会的背景から近年採用量が増大している。



陸奥湾養殖風景

ホタテ貝殻

ホタテ貝殻堆積場

ホタテ貝殻バイオマスフィラーの製造プロセス
（TKDシリーズ・貝殻カルシウムBM）

洗浄・微粉砕

ホタテ貝殻バイオマスフィラー



卵殻バイオマスフィラーの製造プロセス
（LFシリーズ）

遠心分離による

① 洗浄

② 卵殻膜の除去

③ 脱水

ミルによる微粉砕

卵殻バイオマスフィラー

割卵風景

生卵殻



ホタテ貝殻・卵殻バイオマスフィラー製品一覧

カテゴリー ブランド 粒度
（μ：dｰ50）

原料産地 グレード 白色度
（％）

備 考

ホタテ貝殻
バイオマスフィラー

TKD935 20

北海道 非食品添加物
９０

化学研究評価機構
における
B確認証

TKD935ｰA
Ⅱ

フィルムグレード

TKD935ｰS 10

TKD935SｰSP ５

TKD935ｰA ５

貝殻カルシウム
BM

3.7 青森県 食品添加物 ９４

卵殻
バイオマスフィラー

ＬＦスーパー
ファイン

14

全 国 非食品添加物 ー ー

ＬＦーＮ 31



商 品 名 一 般 名
粒径
（μ）

化 学 式 価格
一般社団法人

抗菌製品技術協議会
一般社団法人

日本有機資源協会

TKDシリーズ

貝殻カルシウムBM

ホタテ貝殻
バイオマス
フィラー

3.7～22 CaCO3 中
ー

（抗菌性無し）

LFシリーズ
卵殻

バイオマス
フィラー

14～31 CaCO3 低 ー
（抗菌性無し）

シェルナチュレパウダー

ホタテ貝殻

抗菌
バイオマス
フィラー

6.4 Ca（OH)2 高

日研化学研究所のバイオマスフィラーの一覧と取得可能な認証

取得済み



ホタテ貝殻・卵殻バイオマスフィラーのコンセプト

バイオマス
リサイクル
資源
100%

微細粒径
3.6～22μ

環境負荷の低減低価格

安定供給



ホタテ貝殻・卵殻バイオマスフィラーの用途例

バッグ・クロージャ―

シロップ・ポーション

全天候型トラック 海洋土木資材

プランター 窯業系建築資材食 器



ホタテ貝殻抗菌バイオマスフィラー編
＜シェルナチュレパウダー＞



ホタテ貝殻抗菌バイオマスフィラーの製造プロセス
（シェルナチュレパウダー）

ホタテ貝殻堆積場

超高温・長時間焼成

ホタテ貝殻

ホタテ貝殻抗菌・抗カビバイオマスフィラー
＜シェルナチュレパウダー＞

陸奥湾養殖風景



商 品 名 一 般 名
粒径
（μ）

化 学 式 原産地
一般社団法人

抗菌製品技術協議会
一般社団法人

日本有機資源協会

シェルナチュレパウダー

ホタテ貝殻

抗菌
バイオマス
フィラー

6.4 Ca（OH)2 青森県

日研化学研究所のホタテ抗菌バイオマスフィラー（シェルナチュレパウダー）
取得可能な認証

取得済み



シェルナチュレパウダー の６つのコンセプト

バイオマス
リサイクル資源

100％

天然素材
１００％

安心安全

環境負荷の低減 低価格
（抗菌剤として）

高い抗菌性能



① 幅広い除菌効果

細 菌 名 開始時 １分後 ３分後 試験機関名

大腸菌 2,800,000 1,400 検出限界以下 食環境衛生研究所

Ｏ－１５７ 3,000,000 1,600 検出限界以下 食環境衛生研究所

サルモネラ菌 2,500,000 400 検出限界以下 食環境衛生研究所

細 菌 名 開始時 ５分後 １５分後 試験機関名

黄色ブドウ球菌 1,200,000 検出限界以下 検出限界以下 食環境衛生研究所

シェルナチュレパウダーの効果と特長

生菌数（CFU/ml）

生菌数（CFU/ml）



シェルナチュレパウダーの効果と特長

試 験 菌

試 験 菌 の 発 育 の 有 無 （ppm）

3200 1600 800 400 200 試 験 機 関

大 腸 菌 ー/ー ー/ー ー/ー ＋/＋ ＋/＋ 株式会社食環境衛生研究所

黄色ブドウ球菌 ー/ー ー/ー ー/ー ＋/＋ ＋/＋ 株式会社食環境衛生研究所

① 大腸菌・黄色ブドウ球菌ともに800ppm（0.08%）で発育阻止効果が見られる。

② 試験管内の試験菌による混濁／寒天培地での発育

③ ＋：発育（混濁）あり ー：発育（混濁）なし

② 抗菌効果 （最小発育阻止濃度法）



シェルナチュレパウダーの効果と特長

③幅広い抗ウィルス効果

ウィルス種 開始時 30秒後 試験機関名

新型コロナウィルス （SARS-CoV-２） 106.3 検出限界未満（＜101.5） 食環境衛生研究所

インフルエンザウィルス 106.1 検出限界未満（<101.5）
食環境衛生研究所

ウイルス種 開始時 １分後 試験機関名

ネコカリシウィルス
（ノロウィルス代替）

106.3 検出限界未満（＜101.5） 食環境衛生研究所

TCID50/ml

TCID50/ml



➃ 安全性

試 験 名 試験方法 試験結果 判定 試 験 機 関

急性皮膚刺激性試験
閉塞添付４時間

経過観察72時間
P.I.I.値=0 無刺激 薬物安全性試験センター

皮膚感作性試験 モルモットを用いた
皮膚アレルギー試験 陽性率=0% 安 全 薬物安全性試験センター

急性経口毒性試験
ラットを用いた
経口投与試験

GHS区分
５または区分外

安 全 薬物安全性試験センター

復帰突然変異試験
細菌に対する
遺伝子突然変異
誘発能試験

陰 性 安 全 薬物安全性試験センター

シェルナチュレパウダー の効果と特長



シェルナチュレパウダーの効果と特徴

0

20

硫化水素 イソ吉草酸 アセトアルデヒド 酢酸

⑤ ガス（臭い）消臭データ

テスト前 10分後



ホタテ貝殻抗菌・抗カビバイオマスフィラー
シェルナチュレパウダーの使用例

鮮度保持袋

鮮度保持袋

抗菌クリップ

抗菌まな板

オフィスサーバー内
防カビタンク

抗菌・抗カビバイオマス電線

抗菌知育玩具



一般社団法人抗菌製品技術協議会 無機抗菌剤 会員証 一般社団法人抗菌製品技術協議会 抗菌加工製品会員証



食品添加物規格基準適合試験 医薬部外品原料規格基準適合試験



食品添加物規格基準適合試験成績書 ＪＣＩＩポジティブリスト収載宣誓書



シェルナチュレMB

＜抗菌マスターバッチ＞



カテゴリー 製 品 名 称 適用樹脂
粒度
（μ）

＜d-50＞

製品種類

マスターバッチ カルシウム濃度
（%）

①
ホタテ貝殻
抗菌

バイオマスフィラー
シェルナチュレパウダー

ポリプロピレン

ポリエチレン

ポリスチレン

6.5 〇 40

②

ホタテ貝殻
バイマスフィラー

TKDシリーズ 5～22 〇
50

（ポリスチレンは30％）

③ 貝殻カルシウムBM 3.7 〇
50

（ポリスチレンは30％）

ホタテ貝殻・卵殻バイオマスフィラーのマスターバッチ





株式会社日研化学研究所

本 社：〒460ｰ0008
愛知県名古屋市中区栄二丁目１６番１号
℡：052-204-0556 FAX：052-204-0550

代表者：牛田 良平
ＵＲＬ：nikken-office@nikken-chemical.co.jp
支 社：東京・大阪・名古屋・福岡・海外事業部
海 外：上海・広東・タイ・バングラディッシュ
工 場：名古屋工場・岐阜工場・広東工場・タイ工場
資本金：8,000万
事業内容：①印刷・製版機材及びその関連資材の研究及び製造販売

②ホタテ貝殻・卵殻カルシウム及び応用資材の製造販売
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